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第４学年 国語科学習指導案

日 時 平成１６年６月２９日（火） ５校時

学 級 ４年３組 男１２名 女２０名 計３２名

授業者 Ｔ１；大川原 章郎 Ｔ２；高橋 祐介

（６時間）１ 単元名 本の世界を広げよう「白いぼうし」

（３時間）「本のさがし方」

（８時間）「ポスターをかいて、作品をしょうかいしよう」

２ 単元について

（１）教材について

本単元は、３つの教材から構成されている 「白いぼうし 「本のさがし方」は、学習指導要。 」

領「Ｃ読むこと」の目標「 ３）目的に応じ、内容の中心をとらえたり段落相互の関係を考えた（

、 。」 、りしながら読むことができるようにするとともに 幅広く読書しようとする態度を育てる を

「ポスターをかいて、作品をしょうかいしよう」は 「Ｂ書くこと」の目標「 ２）相手や目的、 （

に応じ、調べた事などが伝わるように、段落相互の関係などを工夫して文章を書くことができる

ようにするとともに、適切に表現しようとする態度を育てる 」を受けて設定した。。

「白いぼうし」の学習では、叙述に即して情景を想像しながら物語を味わうことを通して、シ

リーズ物の楽しさを知ることを目指し、また「本のさがし方 「ポスターをかいて、作品をしょ」

」 、 、うかいしよう の学習では 図書館にある多くの本に興味をもっていろいろな本を読み進めたり

自分の選んだ作品を紹介し合ったりすることを通して、読書の幅を広げることを目指している。

この教材は、①松井さんと紳士との会話、②松井さんと白いぼうしとの出会い、③松井さんと

女の子との出会い、④女の子がいなくなってちょうが飛んでいる野原、の４つの場面から構成さ

れており、書き出しと結びは夏みかんのにおいで照応している。各場面には松井さんの善意あふ

れる行動や会話の中に、優しい人柄が表れている。そして、その優しさが「白いぼうし 「なみ」

木の緑」などの色彩表現や夏みかんの香り 「日の光をそめつけたような」といった比喩表現な、

どのさわやかさと重なり合い、子どもたちはイメージを豊かに読み進めることができる。現実と

非現実とが交錯する文章構成にしたり、指示語や擬態語を使ったりしていることも場面の状況を

。 、豊かに想像させるのに大変効果的である 子どもたちは読み進めていくうちに松井さんに親しみ

その行為に共感して、この作品に満ちあふれている優しさに触れることができるに違いない。そ

して、そんな松井さんに、他のシリーズ作品ではどんな出来事が起こるのか、興味をもつことに

なるであろう。

「本のさがし方 「ポスターをかいて、作品をしょうかいしよう」は 「白いぼうし」の学習」 、

を通して喚起された読書意欲を、より豊かな読書生活へとつなげていくためのものである 「本。

のさがし方」において、図書館には多種多様の本が分類されて置かれていること、そして、それ

を活用することで目的の本が探しやすくなることを理解することは、読みたい本を上手に探すこ

とのできなかった子どもたちにとっては図書館への親しみをもつ足がかりとなるであろう。また

「ポスターをかいて、作品をしょうかいしよう」では、自分の選んだ本をポスターの形にして、

友だちに紹介する活動を行う。本の楽しさ、おもしろさをポスターの形で再構成する活動を通し

て、子どもたちはその作品の感動をより深くすることができるのではないかと考える。

このように３つの教材は、はじめに物語を読み、次にそれが自分から物語を探して読むことに

発展し、さらに自分の選んだ物語を他の人に紹介することへと発展している。この一連の活動を

通して、子どもたちの読書生活は、さらなる広がりをもつことになるであろう。以上の点から、

これらの教材は単元の目標を達成するのにふさわしい教材であると考える。
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（２）子どもについて

子どもたちは３年生の時に「きつつきの商売 「三年とうげ 「ちいちゃんのかげおくり」で、」 」

叙述に即して登場人物の気持ちや性格について考えたり、場面の様子を想像したりする学習を行

っている。３年生の時の一人学びでは「中心となる段落（文）へのサイドライン→視写→書き込

み」を、重点的に行ってきた。この学習を通して、大切な文やことばを見つけ出そうという姿勢

や、それらに着目して人物の気持ちを想像しようという態度が育ってきている。学び合いでは、

一人学びで読み取ったことを、４人のグループで交流し合う学習も経験している。しかし、この

グループ学習は、自分の考えを発表するだけの場になってしまっている。多くの子どもたちが、

友だちの考えのよい点を認めた発言をしたり、付け足しをしたりすることはできるようになって

きてはいるが、友だちとちがった考えを述べたり、友だちの考えに疑問や反対をしたりすること

。 、 。のできる子どもは少ない そのため 子どもたちが主体的に学び合いを行っているとは言い難い

子どもたちが、学級全体の学び合いにおいて、臆することなく自分の考えを発表したり、友だち

の考えに対して疑問や反対の考えを述べたりすることで、よりよい学び合いをすることができる

ようにしていきたいと考える。

読書に関しては、積極的に図書館に通い、本を借りてくる子どもが多く見られる。しかし、読

む本の種類がほぼ決まっているような子どもや、未だに絵本などの文章の短い本ばかり好む子ど

ももいる。また、総合的な学習の時間の調べ学習などで、図書館のどこにどのような本があるの

か分からず、決められた時間の中で目的の本を探すことができずに終わってしまう子どもも少な

くない。

また 「三年とうげ」の学習の後、他の人に自分の好きな本を紹介するという目的で「本の帯、

作り」を経験している。この時、ほとんどの子どもたちが、イラストを入れたり、粗筋や推薦の

文を書き入れたりしながら楽しんで学習をすることができた。

、 。「 」本単元では 子どもたちが主体的に活動できるような展開を心がけていきたい 白いぼうし

は、詳細な読解を求めない読書単元の教材である。そこで、場面ごとの読み取りは行わず、教材

文全体を通しての読み取りを行う。そのために、今回初めて「抜き書き→書き込み」という一人

学びを行い、子どもたち一人一人が、自分なりの考えや思いをもって教材文を読み進めたり、抜

き書きをしたりすることができるようにしていきたい。その後の学び合いでは、グループ学習の

段階から友だちの考えに対する意見や質問を出させるようにしていきたい。そして全体での学び

、 、 、合いでも 子どもたち一人一人が 友だちの抜き書きをした文や部分の違いを認め合うと同時に

積極的に友だちと違った考えや、友だちの考えに対する疑問や反対の考えを出すことができるよ

うにしていきたい。

また 「ポスターをかいて、作品をしょうかいしよう」の学習では、紹介する目的や相手を明、

確にし、しっかりと意識させることで、内容を精選したり表し方を工夫したりしながら書く力を

付けていきたい。

（３）指導について

本単元は 「読むこと」と「書くこと」の複合単元である。指導にあたっては、子どもたちが、

これまで培ってきた読むことや書くことの力を発揮して、主体的に学習に取り組むことができる

ようにしていきたい。また、３つの教材の一連の学習を通して、子どもたちの興味が、さらに大

きな本の世界へと広がっていくような展開になるように心がけていきたい。そのために、ＴＴや

、 、少人数指導による授業形態を取り入れ 子どもたち一人一人の実態や興味・関心を考慮しながら

きめ細かな指導を行っていきたい。

「白いぼうし」は、松井さんの優しい心と、それを包み込む温かく豊かな表現を味わいながら

ファンタジーな作品の世界を楽しんでいくようにしたい。そのために、松井さんの行動や様子、

会話文などから松井さんの優しい人柄を読み取ったり、色やにおいの豊かな描写から情景を読み

取ったりしていく。その際、詳細な読解にならぬようにし、また、一つの考え方や感じ方に統一

していくのではなく、感じたことを自由に交流し、それぞれにいろいろな感じ方があるのだとい

うことを理解できるようにしていきたい。そして 「車のいろは空のいろ」シリーズの他の作品、
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の比べ読みを通して、シリーズ作品への興味ももたせられるようにしていきたい。また、本教材

の読み取りは、教材文全体を通して行うため、子どもたちの読み取りのスピードや深まりに大き

な差が見られることが予想される。そこで、ＴＴの授業形態をとり、子どもたち一人一人の実態

に合わせたきめ細かな指導を行うことができるようにしていく。

「本のさがし方」は、学校司書と連携を図りながら学習を進めていきたい。目的の本を探し出

せないことが、読書意欲の減退へとつながらないようにするために、図書館の本の配置を記した

「本の地図」を作成したり、背ラベルの表記をクイズ形式やゲーム形式で学習したりと、子ども

たちが楽しんで授業に参加できるような工夫をしていきたい。

「ポスターをかいて、作品をしょうかいしよう」は、単元全体の締めくくりの教材であること

から、ポスターを用いた作品紹介が楽しく積極的にできるような活動を心がけていきたい。その

ために、ポスターをかく目的や、ポスターにして表すことのよさを話し合ったり、誰に向けて紹

介したいのかということをはっきりさせたりすることで、活動に向けての意欲を高めていくよう

にする。その一方で、目的意識や相手意識を明確にすることを通して、レイアウトや見出しの工

夫をしたり、情報の収集や選択をしたりする力もつけさせていきたいと考える。また、授業の形

態に関しては、子どもたちの実態や、子どもたちの選んだ本の種類に対応するために、少人数で

行っていくこととする。

３ 単元の指導目標

○場面の移り変わりや情景、松井さんの人柄を、叙述をもとに想像しながら読むことができる。

○図書館を利用して、シリーズになっている作品を中心に、読みたい本を探して読むことができる。主目標

○友だちが読みたくなるように、作品紹介のポスターを工夫して作ることができる。

関心・意欲・態度 読むこと 書くこと 言語事項

・叙述をもとに情景を想像し ・いろいろな読み物に興味をもち、 ・友だちが読みたく ・たとえの表現に気

ながら読み、ファンタジー 本を探して読むことができる。 なるようなポスタ をつけて、情景を

な「白いぼうし」の世界を ・情景や様子を、叙述をもとに想像 ーにするため、事 生き生きと想像す

楽しもうとする。 しながら読むことができる。 柄を集めたり選ん ることができる。

・シリーズものやいろいろな ・読み取った内容について自分の考 だりして、自分の ・表現したり理解し

読み物を進んで探し、読も えをまとめ、一人一人の感じ方に 考えが明確になる たりするために必

、うとする。 ついて違いのあることに気づくこ ように工夫しなが 要な語句について

・紹介したい内容を決めてポ とができる。 ら書くことができ 辞書を利用して調

。スターで表すことに興味を ・おもしろさが伝わるように作品の る。 べることができる

もち、工夫して作ろうとす 内容をまとめたり、必要となる細

る。 部に注意したりしながら読むこと

ができる。

４ 指導要領との関連

読 む 書 く

（３）目的に応じ、内容の中心をとらえたり段落相 （２）相手や目的に応じ、調べた事などが伝わるよ

互の関係を考えたりしながら読むことができる うに、段落相互の関係などを工夫して文章を書目

ようにするとともに、幅広く読書しようとする くことができるようにするとともに、適切に表標

態度を育てる。 現しようとする態度を育てる。

ア いろいろな読み物に興味をもち、読むこと。 ア 相手や目的に応じて、適切に書くこと。

ウ 場面の移り変わりや情景を、叙述を基に想像し イ 書く必要のある事柄を収集したり選択したりす内

ながら読むこと。 ること。

エ 読み取った内容について自分の考えをまとめ、 ウ 自分の考えが明確になるように、段落相互の関容

一人一人の感じ方について違いのあることに気付 係を考えること。

くこと。
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５ 単元指導計画と評価計画（１７時間 本時５／１７）
「Ｃ努力を要す具体の評価規準
る」と判断され次 時 本時の目標 評価場面 評価規準
た子への手だて（評価方法） Ａ Ｂ

範読を聞き、面 教材文を読 面白かったと 範読を聞き、登 範読を聞き、 初発の感想

白かったところや み、登場人物 ころや楽しかっ 場人物の行動から 登場人物の行動 なので自由に１
楽しかったところ について感想 たところについ 面白かったところ から面白かった 交流させ、発１
を登場人物の行動 をもち学習計 て、自分なりの や楽しかったとこ ところや楽しか 言したことを

から考え、発言し 画を立てる。 考えをもってい ろを複数発言して ったところを発 認 め て あ げ

ようとする。 （ノート、発 る。 いる。 言している。 る。

言） （関・意・態）

「白いぼうし」 あらすじを 視点に沿って 登場人物 季節 登場人物、季 グループで、 、 、

を読み、視点を確 読み取る。 「白いぼうし」 場所、出来事など 節、場所、出来 の交流の時間２
認しながらあらす （ワークシー のあらすじを読 の読みの視点を見 事などの読みの を設け、友だ２
じを読み取ること ト ノート み取っている。 つけ、あらすじを 視点を見つけ、 ちの読み取っ、 、

ができる。 発言） （読む） 読み取り、整理し あらすじを読み たことを自分

ながらまとめてい 取っている。 のまとめに生

る。 かさせる。

難語句の意味 国語辞典を使っ 国語辞典を使 五十音の表

を、国語辞典を て難語句の意味や って難語句の意 を用意し、教

使って調べてい 用法などを調べ、 味を調べ、ノー 師の提示した

る。 ノートに書いてい トに書いている 語句を調べさ。

（言語） る。 せる。

シリーズの他の 「白いぼう 他の作品の内 他の作品の登場 他の作品の登 前時に確認

作品を読み 「白 し」との共通 容を「白いぼう 人物 季節 場所 場人物、季節、 した視点を再３ 、 、 、 、

いぼうし」と比べ 点や相違点を し」と比べなが 出来事などについ 場所、出来事な 確認したり、

ることができる。 まとめる。 ら読んでいる。 てまとめるととも どについてまと まとめたノー

（ワークシー （読む） に、そのおもしろ めている。 トを参考にさ

ト ノート さを感じ取ってい せたりする。、 、

発言） る。

「白いぼうし」 色やにおい 豊かな表現か 色とにおいの両 色かにおいの 松井さんの

の情景を想像し、 についての表 ら舞台となって 方についての表現 どちらかついて 町の地図を掲４
作品のイメージを 現の豊かさを いる町の情景を を探し出し、町の の表現を探し出 示し、イメー

深めることができ 感じ取る。 想像している。 情景を想像してい し、町の情景を ジをふくらま

る。 （ノート、発 （読む） る。 想像している。 せるための手

言） がかりとさせ

る。

比喩表現に着 比喩表現を見つ 作品の中から 「～ような」

目し、その効果 け出し、イメージ 比喩表現を見つ という表現が

を捉えている。 についての自分な け出している。 されている文

（言語） りの考えをもって を探させる。

いる。

「 」主人公「松井さ 松井さんの 松井さんの行 松井さんの行動 松井さんの行 松井さん

ん」の優しい人柄 優しい人柄を 動や様子の描写 や様子の書かれて 動や様子の書か が主語になっ５ 、

を読み取ることが 読み取る。 会話文を手がか いる文や会話文を れている文や会 ている文、松

できる。 （ノート、発 りに、人柄を読 抜き書きし、松井 話文を抜き書き 井さんの会話（
言） み取っている。 さんの優しい人柄 し、松井さんの 文を手がかり本

（読む） を読み取り、理由 優しい人柄を読 にさせる。時
も明確にしながら み取っている。）

、発表するとともに

ユーモアや誠実さ

といった人柄も読

み取っている。

シリーズの他作 他の作品の 白いぼうし 自分の選んだ作 自分の選んだ 視点を明示「 」

品について発表す おもしろさを と他の作品の比 品について比べ読 作品について比 したワークシ６
ることができる。 まとめる。 べ読みをし、そ みをし、視点に沿 べ読みをし、視 ー ト を 用 意

（ワークシー の違いや似てい ってまとめ、発表 点に沿ってまと し、まとめさ
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ト ノート る点をまとめて するとともに、シ め、発表する。 せる。、 、

発言） いる。 リーズ物のおもし

（読む） ろさを感じ取って

いる。

図書館での本の 図書館で目 目的を持って 本が分類されて 本が分類され 本棚の配置

探し方について知 的の本をさが 本を探し、進ん いることや本のラ ていることを理 図を見せ、目７
り、本を探そうと す。 で読書をしてい ベルの意味の大体 解し、本棚から 的の本を探す３
する。 （観察） る。 を理解し、本棚か 目的の本を探し ための手がか

（関・意・態） ら目的の本を探し て読んでいる。 りにさせる。

て読んでいる。

「どの本、読も シリーズ物 自分の読みた 自分の読みたい 自分の読みた 友だちの読

うかな」を読み、 や同じ作者の い本を選び、本 本を選び、図書館 い本を選び、図 書カードや図８
読みたい本を探し 作品、いろい の探し方に沿っ から見つけ出して 書館から見つけ 書館だよりを・
て読むことができ ろな物語を探 て見つけ出し読 読むとともに、感 出して読んでい もとに読みた９
る。 して読む。 んでいる。 想を読書カードに る。 い 本 を 選 ば

（ワークシー （読む） まとめている。 せ、本の置い

ト、観察） ている大体の

場 所 を 教 え

る。

ポスターのよ ポスターの 本を紹介する ポスターと読書 ポスターと読 ポスターと

さ、どんなところ よさ、どんな ためのポスター 紹介文との違いと 書紹介文との違 読書紹介文を10
を工夫したいかな ところを工夫 の書き方を理解 ポスターの工夫点 いを見つけて発 拡大して例示４
どについて意見を したいか意見 している。 の両方を考え発言 言している。 し、違いを目

交流し合うことが を交流する。 （書く） している。 で確認できる

できる。 （発言） ようにする。

ポスターに入れ 紹介する作 ポスターに書 紹介するために 紹介するため 最低限必要

る作品名、主な登 品を決めて読 く内容を理解し 必要な事柄（作品 に必要な事柄の な項目（作品1 1 、

場人物、面白いと む。 必要な事柄をメ の題名、作者名、 うち、３項目以 の題名、作者

ころなどに注意し （観察） モしている。 作品の魅力、好き 上をメモしなが 名、面白いと

ながら読むことが （書く） な場面 あらすじ ら読んでいる。 ころなど）を、 、

できる。 登場人物、選んだ 記した書き込

理由など）を、５ みカードに書

項目以上メモしな かせる。

がら読んでいる。

紹介する作品を ポスターの 必要な事柄を ポスターに入れ ポスターに入 書けるとこ

決め、ポスターの 構想をまとめ 整理しながらポ る項目を５項目以 れる項目を３項 ろ か ら 書 か12
構想を練ることが る。 スターの下書き 上入れながらポス 目以上入れなが せ、分からな

できる。 （ワークシー をしている。 ターの下書きをし らポスターの下 いところにつ

ト） （書く） ている。 書きをしている いては、教師。

と一緒に書き

込みをする。

工夫をしながら ポスターを 相手意識をも 分かりやすい短 ポスターの構 文字の大き

ポスターを作成す 作成する。 ち、工夫しなが い見出しの文やこ 想をもとに、見 さや色につい13
ることができる。 （行動観察、 らポスターを書 とばを考えたり、 出しや内容を工 て工夫するよ・

ポスター） いている。 読みたくなるよう 夫しながら書い う に 支 援 す14
（書く） なレイアウトを工 ている。 る。・

夫したりしながら15
書いている。

各自がかいたポ 読書発表会 ポスターで表 友だちのポスタ 友だちのポス 文字の大き

スターを持ち寄 をし、自分の 現することの良 ーの工夫を見つけ ターを見て工夫 さや色の使い16
り、紹介しあい、 作品や友だち さを見つけ出し カードに書くとと を見つけ、カー 方はどうかに・
学習のまとめをす のポスターか ている。 もに、自分のポス ドに書いている ついて、友だ17 。

ることができる。 ら 感 想 を も （書く） ターの工夫やその ちのポスター

つ。 意図について説明 の感想を聞く

（カード、発 している。 ようにする。

言）
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６ 本時の指導について

（１）本時の目標

主人公「松井さん」の優しい人柄を読み取ることができる。

（２）本時の指導について

本時では、シリーズ全体を通しての主人公である松井さんの優しい人柄を 「白いぼうし」の、

中から読み取らせていく。しかし、読み取りの苦手な子どもにとっては、この活動自体が学習意

欲、さらには読書意欲を減退させる要因にもなりかねない。そのため、個に応じたきめ細かな指

導ができるように、ＴＴで指導にあたっていくこととする。

一人学びでは、松井さんの行動や様子の書かれている文や部分、会話文を見つけ出し、抜き書

きをさせていく。そして、そこからどんな人柄が分かるかという視点を与えて書き込みをさせ、

子ども一人一人が叙述に即した一人学びができるようにさせていきたい。その際、Ｔ１は机間指

導を通して子どもたちの読み取りの把握にあたり、Ｔ２はヒントカードを用いてつまずいている

子どもへの支援にあたるようにしていく。

その後の学び合いでは、まず４人のグループ内で、各自の読み取ったことを交流させていく。

その際、友だちの考えのよい点などは、積極的に自分のノートに付け加えをしていくようにさせ

る。その後、学級全体で、グループで交流をしたことをもとに、松井さんの人柄について話し合

わせていく。この時、Ｔ１は話し合いの進行にあたり、Ｔ２は発表に消極的な子どもへの支援に

あたるようにする。この話し合いを通して、作品全体にあふれている松井さんの優しい人柄につ

いて学び合いをしていくようにしたい。

（３）本時の展開

学習内容 ◇学習活動 ○教師の支援 ・留意事項 ▽評価 ・準備

１．前時想起をする。 ・前時に書いたまとめから 白いぼうし ・町の地図「 」

の作品イメージを思い出すことができ →前時の学習

つ るようにする。 内容を受け

て 「色や○Ｔ１ 指名をし前時 ○Ｔ２ 町の地図を提 、

か におい」をのまとめを発表させ 示するとともに、課

散りばめてる。 題把握の状況を確認

む おく。する。

２．学習課題をつかむ。 ・作品全体から、松井さんの人柄を考え ・課題紙板書

ることを確認させる。

○Ｔ１ 机間指導をし ○Ｔ２ 学習課題を書（ ）３ 主人公の松井さんは、どん 、

学習課題をノートに いた紙板書を掲示すな人なのだろう。

書かせる。 る。

３．見通しを立てる。

ふ （１）読みの視点を確認する。 ・松井さんの行動や様子、会話文から人

。◇松井さんの行動や様子が書か 柄を読み取っていくことを確認させる

○Ｔ１ 発問をし、視 ○Ｔ２ 視点を板書すか れている文、会話文を視点と

点を発表させる。 る。して確認する。

見通しを立てるこ 見通しを立てるこめ

とのできた児童の確 とが不十分な児童へ

認をする。 の個別指導をする。る
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４．松井さんはどんな人なのか

について一人学びをする。

（１）松井さんの人柄を読み取 ▽松井さんの行

る。 動や様子の描

◇松井さんの人柄が分かる文や 写、会話文を

部分を見つけ出し、抜き書き 手がかりに、

ふ をする。そして、どんな人柄 人柄を読み取

が分かるかを書き込みをする っているか。。

・運転手の松井さんは、にこにこし ○Ｔ１ 松井さんの行 ○Ｔ２ ヒントカード

て答えました。 動や会話文に着目さ を用いて、つまずい

・ ～においまでわたしにとどけたか せることで、抜き書 ている子への支援を「

ったのでしょう 」 きできるようにする 行う。。 。

・ あまりうれしかったので、いちば 机間指導をして、 ・ 主語が『松井さ「 「

ん大きいのを、この車にのせてき 子どもたち一人一人 ん』になっているか

たのですよ 」 の読み取りの状況を 文を探そう 」。 。

・ おや ～車がひいてしまうわい 把握する。また、優 ・ 作品の筋に沿っ「 、 。」 「

・ せっかくのえものがいなくなって しさとともにユーモ て、松井さんの人「

いたら、この子は、どんなにがっ アや誠実さの感じら 柄が感じられる部

かりするだろう 」 れる松井さんの人柄 分にサイドライン。

・松井さんは、その夏みかんに～石 を捉えるなど、叙述 を引こう 」。

でつばをおさえました。 をもとに、よりよいめ

・ ふふふっ 」ひとりでに笑いがこ 読み取りをしている「 。

み上げてきました。 子どもへの評価を行

う。

５．松井さんはどんな人なのか

について高め合いをする。

る （１）グループで、松井さんの ・友だちの発表に対して、質問や意見を

人柄について読み取ったこ 言わせたい。

とを交流し合う。 ・グループの友だちの発表で見つけたよ

◇リーダーを中心に、各自の読 い点は、自分のノートに付け足しをさ

み取ったことを発表する。 せる。

、 、（高め合い１） ○Ｔ１ 机間指導をし ○Ｔ２ 机間指導をし

話し合いの進行に助 話し合いの進行に助

言をしたり、評価を 言をしたり、評価を

行ったりする。 行ったりする。

（２）学級全体で、松井さんの ・友だちの考えをよく聞き、相違点や共 ・紙板書（ ）３７

人柄について読み取ったこ 通点に気づかせるようにする。ハンド

とを話し合う。 サインの活用も促す。

○Ｔ１ 発問をし、話 ○Ｔ２ 日頃から発表◇作品全体から、そして言動の

し合いを進行する。 に消極的な子どもの一つ一つから松井さんの優し

作品の全体から発表 ノート確認などを通い人柄を読み取る。

させるようにする。 して、読み取りの状（高め合い２）

況の確認をしたり読

み取りの不十分な子

どもへの指導を行っ
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たりする。

ふ ６．本時のまとめをする。

（１）まとめの音読をする。 ・課題について板書で振り返った後、松 ・挿し絵

か ◇場面を選び、読み取ったこと 井さんの人柄についてのまとめを発表 →単行本中の

を生かしながら音読をする。 させる。 松井さん

め 〈指名音読〉 ・学級で決めた音読記号を示し、工夫を

する際の手助けとさせる。

○Ｔ１ 学習のまとめ ○Ｔ２ 聞き手となるる

をする。また、音読 子どもたちを観察す

をする子どもを指名 るとともに、読み取

し読ませるとともに りの不十分な子ども、

読みのよかった点を への指導を行う。

確かめる。

ひ ７．振り返る。

１ 自己評価をし感想を書く ・振り返りカードに自己評価をし、感想 ・振り返りカー（ ） 。

ろ を書かせる。 ド

○Ｔ１ 机間指導をし ○Ｔ２ 読み取りの不（２）感想を発表する。 、

自己評価に取り組ま 十分だった子どもへげ

せる。 の指導を行う。

る

８ 次時の学習課題を確認する ・ 白いぼうし」と「車のいろは空のい ・ 車のいろは． 。 「 「

５ ろ」シリーズの他作品を比べ読みをす 空のいろ」の（ ）

ることを確認する。 単行本

（４）板書計画

白
い
ぼ
う
し

主
人
公
の
松
井
さ
ん
は
、
ど
ん
な
人
な
の
だ

ろ
う
。

松
井
さ
ん
の
行
動

様
子

会
話
文

・
松
井
さ
ん
は
、
に
こ
に
こ
し
て
答
え
ま
し
た
。

・

に
お
い
ま
で
わ
た
し
に
と
ど
け
た
か
っ
た
の
で
し

「ょ
う

」。

・

あ
ま
り
う
れ
し
か
っ
た
の
で
、
い
ち
ば
ん
大
き
い

「の
を
、
こ
の
車
に
の
せ
て
き
た
の
で
す
よ

」。

・

お
や
、
車
道
の
あ
ん
な
す
ぐ
そ
ば
に
、
小
さ
な
ぼ

「
う
し
が
落
ち
て
い
る
ぞ
。
風
が
も
う
ひ
と
ふ
き
す

れ
ば
、
車
が
ひ
い
て
し
ま
う
わ
い

」。

・

せ
っ
か
く
の
え
も
の
が
い
な
く
な
っ
て
い
た
ら
、

「こ
の
子
は
、
ど
ん
な
に
が
っ
か
り
す
る
だ
ろ
う

」。

・
松
井
さ
ん
は
、
そ
の
夏
み
か
ん
に
白
い
ぼ
う
し
を

か
ぶ
せ
る
と
、
飛
ば
な
い
よ
う
に
、
石
で
つ
ば
を

お
さ
え
ま
し
た
。

・

ふ
ふ
ふ
っ

」
ひ
と
り
で
に
笑
い
が
こ
み
上
げ
て

「

。

き
ま
し
た
。

↓

イ
ラ
ス
ト

や
さ
し
い

単
行
本
中
の

思
い
や
り
が
あ
る

松
井
さ
ん

ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
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「
白
い
ぼ
う
し
」
教
材
構
造
図

◎
主
題

松
井
さ
ん
の
無
償
の
行
為
に
象
徴
さ
れ
る
優
し
さ

○
主
目
標

場
面
の
移
り
変
わ
り
や
情
景
、
松
井
さ
ん
の
人
柄
を
、
叙
述
を
も
と
に
想
像
し
な
が
ら
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

〔
関
心

意
欲

態
度
〕
叙
述
を
も
と
に
想
像
し
な
が
ら
読
み
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
な
「
白
い
ぼ
う
し
」
の
世
界
を
楽
し
も
う
と
す
る
。

・

・

〔
読

む

こ

と
〕
情
景
や
様
子
を
、
叙
述
を
も
と
に
想
像
し
な
が
ら
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

〔
言

語

事

項
〕
た
と
え
の
表
現
に
気
を
つ
け
て
、
情
景
を
生
き
生
き
と
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

表
現
し
た
り
理
解
し
た
り
す
る
た
め
に
必
要
な
語
句
に
つ
い
て
、
辞
書
を
利
用
し
て
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

場
面
の
内
容

色
や
に
お
い
の
表
現
と
松
井
さ
ん
の
言
動

言
語
事
項

一
．
い
な
か
の
お
ふ
く

○
色
や
に
お
い
の
豊
か
な
表
現
を
読
み
取
る
。

・
夏
が
い
き
な
り
始

ろ
か
ら
、
夏
み
か
ん

・

こ
れ
は
、
レ
モ
ン
の
に
お
い
で
す
か

」

ま
っ
た
よ
う
な

「

。

が
速
達
で
届
く
。
う

・
信
号
が
赤

れ
し
く
て
そ
れ
を
車

・
白
い
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
そ
で

・
ほ
り
ば
た

に
の
せ
て
い
た
松
井

・

ほ
う
、
夏
み
か
ん
て
の
は
、
こ
ん
な
に
に
お
う
も
の
で
す
か

」

・
し
ん
し

「

。

さ
ん
が
、
に
お
い
に

・
信
号
が
青
に
変
わ
る
と

・
に
こ
に
こ

気
づ
い
た
紳
士
と
話

○
松
井
さ
ん
の
優
し
く
あ
た
た
か
い
人
柄
を
読
み
取
る
。

・
た
く
し
上
げ
る

を
す
る
。

・

い
い
え
、
夏
み
か
ん
で
す
よ

」

・
も
ぎ
た
て

「

。

・
運
転
手
の
松
井
さ
ん
は
、
に
こ
に
こ
し
て
答
え
ま
し
た
。

・
う
ら
通
り

・

に
お
い
ま
で
わ
た
し
に
と
ど
け
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

」

「

。

・

あ
ま
り
う
れ
し
か
っ
た
の
で
、
い
ち
ば
ん
大
き
い
の
を
、
こ
の
車
に
の
せ
て
き
た
の

「で
す
よ

」
。

二
．
車
に
ひ
か
れ
そ
う

○
色
や
に
お
い
の
豊
か
な
表
現
を
読
み
取
る
。

・
ま
る
で
、
あ
た
た

な
帽
子
に
気
づ
い
た

・
緑
が
ゆ
れ
て
い
る
や
な
ぎ
の
下
に
、
か
わ
い
い
白
い
ぼ
う
し
が
、
ち
ょ
こ
ん
と
置
い
て

か
い
日
の
光
を
そ

松
井
さ
ん
は
、
中
の

あ
り
ま
す
。

の
ま
ま
そ
め
つ
け

も
ん
し
ろ
ち
ょ
う
を

・
な
み
木
の
緑
の
向
こ
う
に

た
よ
う
な

逃
が
し
て
し
ま
う
。

・
赤
い
し
し
ゅ
う
糸
で

男
の
子
が
が
っ
か
り

・
ま
る
で

あ
た
た
か
い
日
の
光
を
そ
の
ま
ま
そ
め
つ
け
た
よ
う
な

見
事
な
色
で
し
た

・
な
み
木

、

、

。

し
な
い
よ
う
に
と
、

・
す
っ
ぱ
い
、
い
い
に
お
い
が
、
風
で
辺
り
に
広
が
り
ま
し
た
。

・
ひ
ら
ひ
ら

代
わ
り
に
夏
み
か
ん

○
松
井
さ
ん
の
優
し
く
誠
実
な
人
柄
を
読
み
取
る
。

・
し
し
ゅ
う

を
そ
っ
と
入
れ
て
お

・

お
や
、
車
道
の
あ
ん
な
す
ぐ
そ
ば
に
、
小
さ
な
ぼ
う
し
が
落
ち
て
い
る
ぞ
。
風
が
も

・
じ
ろ
じ
ろ

「

い
た
。

う
ひ
と
ふ
き
す
れ
ば
、
車
が
ひ
い
て
し
ま
う
わ
い

」

・
か
た
を
す
ぼ
め
る

。

・
松
井
さ
ん
は
車
か
ら
出
ま
し
た
。

・
つ
ば

・
あ
わ
て
て
ぼ
う
し
を
ふ
り
回
し
ま
し
た
。

・

は
は
あ
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
こ
に
置
い
た
ん
だ
な

」

「

。

・
小
さ
な
ぼ
う
し
を
つ
か
ん
で
、
た
め
息
を
つ
い
て
い
る
松
井
さ
ん

・

せ
っ
か
く
の
え
も
の
が
い
な
く
な
っ
て
い
た
ら
、
こ
の
子
は
、
ど
ん
な
に
が
っ
か
り

「す
る
だ
ろ
う

」
。

・
松
井
さ
ん
は
、
そ
の
夏
み
か
ん
に
白
い
ぼ
う
し
を
か
ぶ
せ
る
と
、
飛
ば
な
い
よ
う
に
、

石
で
つ
ば
を
お
さ
え
ま
し
た
。

三
．
松
井
さ
ん
が
車
に

○
色
や
に
お
い
の
豊
か
な
表
現
を
読
み
取
る
。

・
つ
か
れ
た
よ
う
な

戻
る
と
、
お
か
っ
ぱ

・
水
色
の
新
し
い
虫
と
り
あ
み

・
元
気
そ
う
な

の
か
わ
い
い
女
の
子

・
や
な
ぎ
の
な
み
木

が
座
っ
て
い
た
。
松

○
松
井
さ
ん
の
優
し
く
実
直
な
人
柄
を
読
み
取
る
。

・
お
か
っ
ぱ

井
さ
ん
は
、
せ
か
さ

・

え
え
と
、
ど
ち
ら
ま
で

」

・
ぐ
い
ぐ
い

「

。

れ
る
が
ま
ま
に
発
車

・

菜
の
花
橋
の
こ
と
で
す
ね

」

・
せ
か
せ
か

「

。

す
る
。

・
松
井
さ
ん
は
、
あ
わ
て
て
ア
ク
セ
ル
を
ふ
み
ま
し
た
。

・
み
る
み
る

四
．
男
の
子
の
様
子
を

○
松
井
さ
ん
の
優
し
く
純
真
な
人
柄
を
読
み
取
る
。

・
お
ど
る
よ
う
に

想
像
す
る
松
井
さ
ん

・
す
る
と
、
ぽ
か
っ
と
口
を

の
字
に
開
け
て
い
る
男
の
子
の
顔
が
、
見
え
て
き
ま
す
。

・
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
は

O

は
、
女
の
子
が
い
な

・

ふ
ふ
ふ
っ

」
ひ
と
り
で
に
笑
い
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

じ
け
る
よ
う
な

「

。

い
の
に
気
づ
き
、
慌

・
松
井
さ
ん
に
は
、
こ
ん
な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

て
て
車
を
止
め
る
。

○
色
や
に
お
い
の
豊
か
な
表
現
を
読
み
取
る
。

・
こ
み
上
げ
る

小
さ
な
野
原
で
、
幻

・
白
い
ち
ょ
う
が
、
二
十
も
三
十
も
、
い
え
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

・
団
地

想
的
な
情
景
を
見
る

・
ク
ロ
ー
バ
ー
が
青
々
と
広
が
り
、
わ
た
毛
と
黄
色
の
花
の
交
ざ
っ
た
た
ん
ぽ
ぽ
が
、
点

・
か
す
か
に

松
井
さ
ん
に
、
ち
ょ

々
の
も
よ
う
に
な
っ
て
さ
い
て
い
ま
す
。

う
の
声
と
も
自
分
の

・
そ
の
上
を
お
ど
る
よ
う
に
飛
ん
で
い
る
ち
ょ
う

心
の
声
と
も
し
れ
ぬ

・
車
の
中
に
は
、
ま
だ
か
す
か
に
、
夏
み
か
ん
の
に
お
い
が
残
っ
て
い
ま
す
。

声
が
聞
こ
え
る
。


